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Foreword from the editors 

The present volume gathers contributions from scholars and young re-
searchers dedicated to the various areas of Japanese studies who partici-
pated in the international conference Japanese Civilization: Tokens and 
Manifestations which took place from 14th to 17th November 2013 in Kraków.  

The conference was organized by the Department of Japanology and 
Sinology of the Jagiellonian University in cooperation with the Polish As-
sociation for Japanese Studies and the Manggha Museum of Japanese Art 
and Technology with a great support of the Toshiba International Founda-
tion and the Japan Foundation.  

The papers introduced during the conference pertained to vast range of 
topics that were organized into seven panels: History and Politics, Linguis-
tics, Religion, Art, Pre-modern Literature, Modern Literature and Sociolo-
gy.  There were also four plenary sessions with lectures held by the hon-
orary speakers. The main purpose of this event was to give the contribu-
tion to the subject of how and by what measures Japanese civilization has 
been manifested and expressed from the old times till present day. The 
participants of the conference were representing Polish and foreign aca-
demic institutions engaged in research on and teaching of Japan.  

The present volume includes nineteen papers out of fifty presentations, 
which are published in English or Japanese depending on the individual 
choice of the author.  

The editors of this volume would like to express their deep gratitude to 
the authors and other contributors for their invaluable input. We are very 
pleased that the compilation has finally come to fruition and hope that 
interesting and inspiring contents of this volume will compensate for 
a delay in publication. 
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To the editorial board it was also a fortunate coincidence that the pre-
sent volume appears in the year of the centennial anniversary of the 
founding of the present Institute of Oriental Studies in the Faculty of Phi-
lology of the Jagiellonian University in Kraków.  
 

Kraków, June 2019 
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序 

本書は、日ごろさまざまな国で日本学研究に従事している研究者が集い、学際

的な交流を目的としたポーランド・クラクフでの国際会議を基にした論文集で

ある。国際会議の開催は２０１３年１１月１４日～１７日のことである。すで

に６年が経過しており、ようやく出版できる運びとなった。本来なら国際会議

のすぐ後に出版されるはずだったのだが、諸般の事情と経済的な問題が絡み合

い、しばらくの間休眠状態となってしまった。この難儀に解決策を講じてくだ

さったのは東芝国際交流財団の多大なるお力添えがあったからである。心から

感謝申し上げる。 

 国際会議はヤギェロン大学文献学部東洋学研究所日本・中国学科が主体とな

って組織・運営をおこない、ポーランド日本研究協会と日本美術技術博物館・

マンガ館との協同で開催された。準備段階から東芝国際交流財団と国際交流基

金の支援を受けた。当日は、「Japanese Civilization: Tokens and Manifestations（日

本語タイトル「日本の文明－表象と表出」）」というテーマのもと、日本の文

明が古代から現代までどのように表象され、表現されてきたのか、それぞれの

専門分野から問いかけ、議論をする機会に恵まれた。「 Japanese Civilization（「日

本の文明」）とした内実には、学問・文学・芸術・宗教などの精神的な文化だ

けでなく、社会制度や科学技術の発展による経済的な文化の側面も広く考察し

たいという意図があってのことである。「文明」という観点から日本学研究を

あらためて問い直すという趣旨は、人知で以って学問の進歩に貢献する我々研

究者の任務に直結する。 
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 会場は「言語学」「宗教」「芸術」「前近代文学」「近代文学」「社会学」

「歴史と政治」という７つの部門に分けた。分野間の連携や横断的な学際研究

を可能にして、日本の文明について総合的に俯瞰することができたのではない

だろうか。また、今まで交流することがなかった研究者が知り合い、実りある

情報交換ができたことは貴重な機会を提供することができたと思われる。それ

ぞれの発表だけでなく、全体会議では５名の方に基調講演をお願いした。総括

的な議論を導くご講演は、我々の国際会議に花を添えてくださった。この場を

借りてあらためて御礼申し上げる。４日間のあいだ、５０本の充実した発表が

組まれ、それは有意義なひとときであった。発表者だけでなく、本学日本学科

の学生にとって学術的な刺激となる数日間であったことも追記しておきたい。  

 本書は国際会議で講演・発表された方々の１９本の玉稿から成り立っている。

英語もしくは日本語での執筆で、力のこもったご論考をお寄せくださった。辛

抱強く出版を待ち続け、寛大な心で出版にご協力してくださった皆様に心より

感謝申し上げたい。 

 ２０１９年は本学東洋学研究所創立１００周年となる。このような節目に、

本書が皆様のおかげでようやく出版にこぎつけたことを大変嬉しく思う。また

クラクフでお目にかかれれば幸いである。  

 

２０１９年６月 新緑鮮やかな初夏のクラクフにて  
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